
▼
今
年
も
確
定
申
告
の
シ
ー
ズ
ン

に
な
っ
た
。
雑
所
得
が
あ
る
関
係

か
ら
自
分
で
申
告
す
る
よ
う
に
な

っ
て
久
し
い
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の

相
続
や
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
な
ど
、

だ
ん
だ
ん
と
素
人
の
手
に
負
え
な

く
な
っ
て
き
た
。
さ
り
と
て
、
税

理
士
の
先
生
に
お
願
い
す
る
ほ
ど

の
収
入
で
も
な
い
し
…
…
と
迷
っ

て
い
る
。
▼
望
ま
し
い
税
制
の
三

原
則
は
「
公
平
・
中
立
・
簡
素
」

だ
そ
う
で
あ
る
。
各
々
の
負
担
能

力
に
応
じ
て
税
を
分
か
ち
合
う
と

い
う
「
公
平
」
や
「
中
立
」
の
原

則
も
難
し
い
論
点
を
含
ん
で
い
る

よ
う
な
気
が
す
る
が
、
な
か
な
か

そ
こ
ま
で
考
え
が
回
ら
な
い
。
何

し
ろ
「
簡
素
」
に
は
ほ
ど
遠
く
見

え
る
煩
雑
な
項
目
と
規
定
に
、
既

に
目
が
く
ら
む
思
い
が
す
る
か
ら

で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
細
目
が

毎
年
い
ろ
い
ろ
と
変
わ
る
。
▼
昨

年
の
申
告
の
際
に
は
、
筆
者
が

「
予
定
納
税
」
と
い
う
制
度
を
知

ら
ず
、
そ
の
前
年
に
税
金
を
払
い

過
ぎ
て
い
た
こ
と
が
発
覚
し
た
。

厳
し
く
追
徴
す
る
税
務
署
も
、
払

い
過
ぎ
て
い
る
時
に
は
全
く
知
ら

せ
て
く
れ
な
い
。
▼
海
外
の
多
く

の
国
で
は
、
納
税
者
が
自
ら
確
定

申
告
す
る
方
が
む
し
ろ
普
通
の
よ

う
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
留
学
時
代
に

助
手
を
務
め
て
い
た
、
某
新
聞
の

支
局
長
は
ド
イ
ツ
語
の
税
務
書
類

を
に
ら
み
な
が
ら
唸
っ
て
い
た

が
、
申
告
は
思
い
の
ほ
か
簡
単
だ

っ
た
と
い
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば

一
般
の
人
々
が
申
告
す
る
の
は
難

し
い
だ
ろ
う
し
、
制
度
が
煩
雑
に

な
れ
ば
文
句
も
出
る
だ
ろ
う
。
何

よ
り
税
負
担
の
実
感
は
、
そ
の
使

い
道
に
も
納
税
者
を
敏
感
に
さ
せ

る
。
▼
給
与
所
得
者
の
ほ
と
ん
ど

が
対
象
の
、
税
務
作
業
を
免
れ
る

源
泉
徴
収
制
度
は
、
日
本
が
誇
る

も
の
だ
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
だ

が
、
や
は
り
「
由
ら
し
む
べ
し
知

ら
し
む
べ
か
ら
ず
」
の
制
度
で
は

な
い
か
。
そ
う
自
ら
を
叱
咤
し
つ

つ
、
慣
れ
な
い
税
務
計
算
に
追
わ

れ
て
い
る
。

（
ヒ
ゲ
）
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題字：鳩山威一郎

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ

友
愛
ホ
ー
ル
に
グ
ラ
ン
ド
ピ

ア
ノ
が
設
置
さ
れ
た
。
今
ま
で

の
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ
は
本

館
に
移
動
、
友
愛
山
荘
に
は
三

台
の
ピ
ア
ノ
が
整
っ
た
こ
と
と

な
る
。

こ
の
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
は
、

静
岡
県
富
士
宮
市
の
加
藤
総
一

郎
様
・
範
子
様
ご
夫
妻
の
ご
好

意
で
、
日
本
友
愛
協
会
に
寄
贈

さ
れ
た
も
の
で
、
お
二
人
の
趣

味
で
愛
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で

あ
る
。
友
愛
ホ
ー
ル
に
設
置
さ

れ
た
ピ
ア
ノ
は
、
コ
ン
サ
ー
ト

調
律
師
宮
沢
基
一
先
生
の
手
で

調
律
さ
れ
、
素
晴
ら
し
い
音
色

を
誇
っ
て
い
る
。

友
愛
ホ
ー
ル
で
の
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
に
、
三
台
の
ピ
ア
ノ
を

活
用
し
て
の
音
楽
研
修
に
、
友

愛
山
荘
は
力
を
発
揮
す
る
。

国
際
交
流
の
証

友
愛
山
荘
玄
関
の
ホ
ー
ル
に

は
、
新
た
に
一
対
の
額
が
お
目

見
え
し
た
。
右
に
黄
金
の
龍
、

左
に
愛
の
神
様
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

学
生
連
盟
か
ら
の
贈
り
物
で
あ

る
。
そ
の
他
、
各
部
屋
に
も
中

国
と
の
交
流
の
際
、
記
念
に
い

た
だ
い
た
見
事
な
堆
朱
の
額
、

三
峡
ダ
ム
植
林
記
念
の
額
、
珍

し
い
純
金
線
画
の
額
な
ど
、
日

本
友
愛
協
会
が
行
っ
て
い
る
国

際
交
流
事
業
の
記
念
の
品
が
飾

ら
れ
て
お
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た

美
術
品
鑑
賞
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
。
こ
れ
も
友
愛
山
荘
の

特
徴
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

資
料
も
充
実

友
愛
山
荘
に
は
、
機
関
紙

『
友
愛
』
の
創
刊
号
（
合
本
）

か
ら
現
行
の
号
ま
で
が
揃
っ
て

お
り
、
手
に
と
っ
て
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
る
。
他
に
も

記
念
事
業
の
報
告
写
真
な
ど
見

て
楽
し
め
る
資
料
も
備
え
付
け

て
あ
る
。
ま
た
、「
日
ソ
共
同

宣
言
調
印
」
等
の
貴
重
な
資
料

映
像
の
他
、
日
本
友
愛
協
会
発

祥
の
地
「
鳩
山
会
館
」
を
紹
介

す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
も
設
置
し
て

あ
り
、
ロ
ビ
ー
の
プ
レ
イ
ヤ
ー

を
使
っ
て
、
自
由
に
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
る
。

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
も
好
評

昨
年
度
よ
り
設
置
さ
れ
た
キ

ッ
ズ
ル
ー
ム
は
、
安
全
第
一
設

計
。
お
子
さ
ん
に
は
、
友
愛
山

荘
自
慢
の
緑
の
芝
生
で
、
元
気

い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
い
た
だ
き
た

い
の
だ
が
、
天
候
の
都
合
で
外

で
遊
べ
な
い
日
も
、
退
屈
す
る

ス
ズ
ラ
ン
　
五
月
下
旬
〜
八
月
中
旬

清
楚
な
美
し
さ
を
誇
る
花
を
間
近
で
見

ら
れ
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
す

友
愛
山
荘
は
今
年
度
過
去
最
高
の
利
用
者
数
を
記
録
し
た
。
こ
の
記
録
は
、
ひ
と
え
に
ご
利
用
く
だ
さ
る
方
々
の
賜
物
で
あ
る
。
こ
れ
を
受

け
て
、
山
荘
ス
タ
ッ
フ
も
心
か
ら
の
お
も
て
な
し
を
以
て
、
更
な
る
記
録
更
新
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
る
。
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
設
置
さ
れ
、

さ
ら
に
設
備
の
充
実
し
た
友
愛
山
荘
を
ご
活
用
い
た
だ
き
た
く
、『
友
愛
』
読
者
の
皆
さ
ま
に
そ
の
特
徴
を
お
知
ら
せ
し
、
ご
利
用
の
一
助
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
次
年
度
の
予
約
は
、
三
月
二
日
よ
り
受
付
を
開
始
し
て
お
り
、
ご
利
用
の
方
に
は
、
早
め
の
ご
予
約
を
お
薦
め
し
ま
す
。

山
荘
の
雪
景
色
。
パ
オ
も
雪
の
重
さ
に

め
げ
ず
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
雪
合
戦
に

は
最
高
の
状
況
冬
に
は
冬
の
楽
し
み
が

ミ
ャ
ン
マ
ー
学
生
連
盟
か
ら
贈
ら
れ
た

金
色
の
龍
の
額
。
幸
運
の
象
徴
と
か
。

本
だ
な
に
は
友
愛
協
会
資
料
を
常
設

友
愛
ホ
ー
ル
に
登
場
し
た
グ
ラ
ン
ド
ピ

ア
ノ
。
堂
々
た
る
佇
ま
い
が
、
ホ
ー
ル

の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す

冬
場
は
、
館
内
廊
下
も
大
型
ス
ト
ー
ブ

で
暖
房
。
水
道
管
保
護
に
も
必
要
で
す
。

左
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
愛
の
神
様
の
額

熊
谷
草
　
五
月
下
旬
〜
七
月
上
旬
　
滅

多
に
見
ら
れ
な
い
貴
重
種
で
す
。
是
非

開
花
時
期
に
友
愛
山
荘
へ

カ
タ
ク
リ
　
四
月
中
旬
〜
五
月
上
旬

見
頃
は
短
期
間
で
す
が
、
背
の
低
い
可

憐
な
花
を
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い

ム
シ
ト
リ
ナ
デ
シ
コ
　
五
月
中
旬
〜
六

月
中
旬
　
名
前
の
由
来
を
探
っ
て
み
て

は
い
か
が
？
　
白
色
も
あ
り
ま
す

ミ
ヤ
マ
オ
ダ
マ
キ
　
六
月
上
旬
〜
八
月

上
旬
　
紫
の
濃
淡
が
美
し
い
花
で
す
。

深
山
で
な
く
て
も
見
ら
れ
ま
す

ク
リ
ン
ソ
ウ
　
六
月
下
旬
〜
八
月
上
旬

九
輪
草
の
名
の
由
来
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
色
は
現
地
で
の
お
楽
し
み
に
！

安
全
重
視
の
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
。
楽
し
い

ウ
レ
タ
ン
の
ト
ン
ネ
ル
、
パ
ズ
ル
パ
ネ

ル
は
大
人
に
も
大
好
評
で
す

こ
と
な
く
楽
し
く
過
ご
し
て
い

た
だ
け
る
。
パ
ズ
ル
パ
ネ
ル
は
、

大
人
が
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
う

面
白
さ
が
あ
る
と
み
え
て
、
お

父
さ
ん
に
大
好
評
で
あ
る
。

季
節
の
花
々

友
愛
山
荘
の
魅
力
の
一
つ
と

し
て
、
豊
か
な
緑
、
そ
し
て
色

と
り
ど
り
の
花
々
が
挙
げ
ら
れ

る
。
山
荘
ス
タ
ッ
フ
の
丹
誠
の

賜
物
で
、
中
に
は
貴
重
種
も
。

写
真
で
ご
紹
介
し
た
以
外
に
も

沢
山
の
種
類
の
花
が
咲
い
て
い

る
の
で
、
是
非
一
度
現
地
を
訪

れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

＊
ご
利
用
の
申
し
込
み
は
お
早

め
に
。
申
し
込
み
方
法
は
Ｈ
Ｐ

を
ど
う
ぞ
！

（
花
の
写
真
提
供：

友
愛
山
荘

調
理
担
当
／
辰
巳
素
治
さ
ん
）
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鳩
山
安
子
名
誉
会
長
と
縁
の
深
い
関
係

者
も
参
列
。
各
々
の
思
い
出
を
互
い
に

語
り
合
っ
た

音
羽
の
今
宮
神
社
は
、
元
禄
十
年
桂
昌

院
の
発
願
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
由
緒
あ

る
神
社
で
あ
る

献
杯
の
前
、
鳩
山
安
子
名
誉
会
長
に
つ

い
て
語
っ
た
川
手
常
務
理
事
の
言
葉
は

多
く
の
人
の
胸
を
打
つ
も
の
だ
っ
た

こ
う
し
て
皆
さ
ん
と
お
会
い
す
る
こ
と

が
で
き
て
、
母
も
喜
ん
で
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
と
、
井
上
和
子
評
議
員
長

曾
孫
の
顔
を
見
て
「
邦
夫
に
似
て
い
る

か
ら
育
て
る
の
が
大
変
だ
」
と
母
の
思

い
出
を
語
る
鳩
山
邦
夫
副
理
事
長

母
の
命
日
は
、
私
の
誕
生
日
で
も
あ
り
、

い
つ
ま
で
も
母
に
叱
咤
激
励
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
と
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長

広
い
大
地
、
こ
れ
か
ら
の
豊
か
な
実
り

を
目
指
し
て
、
一
鋤
一
鋤
鍬
を
入
れ
、

土
地
の
改
良
を
行
っ
て
い
る

草
原
を
荷
を
肩
に
歩
く
村
の
人
達
。
こ

の
広
い
土
地
に
、
実
り
が
広
が
る
よ
う

皆
で
努
力
を
続
け
て
い
る

二
月
十
一
日
（
水
）
文
京
区

音
羽
の
鳩
山
会
館
に
お
い
て
、

故
鳩
山
安
子
名
誉
会
長
の
三
年

祭
が
執
り
行
わ
れ
た
。

二
月
十
一
日
は
、
祥
月
命
日

に
あ
た
り
、
参
列
者
は
厳
か
な

気
持
ち
で
、
祭
壇
に
玉
串
を
捧

げ
た
。

心
配
さ
れ
た
天
候
も
回
復

し
、
穏
や
か
に
晴
れ
渡
た
っ
た

青
空
の
広
が
る
一
日
と
な
っ

た
。
午
前
十
一
時
か
ら
の
式
典

を
前
に
、
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
、

鳩
山
邦
夫
副
理
事
長
、
井
上
和

子
評
議
員
長
の
ご
兄
弟
が
揃
っ

て
参
列
者
を
玄
関
で
迎
え
入
れ

た
。鳩

山
会
館
第
二
応
接
室
に
設

え
ら
れ
た
祭
壇
に
は
、
優
し
い

笑
顔
で
微
笑
む
鳩
山
安
子
名
誉

会
長
の
写
真
が
飾
ら
れ
、
好
物

の
品
な
ど
が
供
え
ら
れ
た
。

今
宮
神
社
宮
司
が
祭
司
を
執

り
行
い
、
鳩
山
安
子
名
誉
会
長

が
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
の
日
々

を
言
上
し
た
。

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
ご
夫
妻

に
続
き
、
鳩
山
家
親
族
、
関
係

者
が
次
々
と
玉
串
を
捧
げ
、
写

真
の
前
で
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出

と
対
話
す
る
か
の
よ
う
に
、
長

い
時
間
手
を
合
わ
せ
て
い
た
。

こ
の
三
年
祭
は
、
か
ね
て
よ

り
寒
い
時
期
の
墓
参
会
に
参
列

す
る
人
の
健
康
を
気
遣
っ
て
お

ら
れ
た
、
鳩
山
安
子
名
誉
会
長

の
遺
志
を
実
践
す
る
か
た
ち
で

執
り
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

寒
い
時
期
に
屋
外
の
墓
所
に

お
参
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
し
て
欲
し
い
と
、
長
女
で
あ

る
井
上
和
子
評
議
員
長
に
託
さ

れ
て
い
た
そ
う
で
、「
母
の
思

い
に
応
え
て
、
母
の
好
き
だ
っ

た
鳩
山
会
館
で
三
年
祭
を
執
り

行
っ
た
」
と
井
上
評
議
員
長
は

語
っ
て
い
た
。

神
事
の
後
、
二
階
の
ホ
ー
ル

に
直
会
（
な
お
ら
い
）
の
席
が

用
意
さ
れ
、
参
列
者
は
二
階
に

移
動
し
た
。

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
、
鳩
山

邦
夫
副
理
事
長
、
井
上
和
子
評

議
員
長
が
挨
拶
に
立
ち
、
各
々

の
思
い
出
話
を
披
露
し
な
が

ら
、
参
列
者
に
御
礼
を
述
べ
た
。

献
杯
は
川
手
正
一
郎
常
務
理

事
の
発
声
で
行
わ
れ
た
。「
鳩

山
安
子
名
誉
会
長
の
深
く
大
き

な
愛
の
心
こ
そ
が
、
友
愛
の
理

念
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
」
と
、

思
い
出
と
共
に
敬
愛
の
念
を
話

す
川
手
常
務
理
事
の
言
葉
に
、

参
列
者
は
皆
深
く
頷
い
て
い

た
。
三
年
祭
は
午
後
二
時
過
ぎ

に
、
無
事
終
了
し
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ウ
イ
ン
・
ナ

イ
ン
さ
ん
か
ら
、
近
況
報
告
の

写
真
が
、
在
日
ミ
ャ
ン
マ
ー
学

生
連
盟
の
代
表
ミ
ャ
ッ
ト
ゥ
さ

ん
を
通
じ
て
日
本
友
愛
協
会
に

届
け
ら
れ
た
。

ウ
イ
ン
・
ナ
イ
ン
さ
ん
は
、

日
本
友
愛
協
会
が
行
う
国
際
交

流
事
業
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
指
導
者

育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
、
昨

年
七
月
か
ら
九
月
末
ま
で
の
三

ヶ
月
間
、
日
本
友
愛
協
会
の
招

聘
で
来
日
し
、
日
本
各
地
で
農

業
研
修
、
交
流
活
動
を
行
っ
た
。

ウ
イ
ン
・
ナ
イ
ン
さ
ん
の
住

む
サ
ガ
イ
ン
管
区
は
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
北
に
位
置
し
、
中
国
と

国
境
こ
そ
接
し
て
は
い
な
い

が
、
雲
南
省
に
近
く
、
高
原
気

候
で
、
作
物
の
育
成
に
は
工
夫

を
要
す
る
地
域
で
あ
る
。
仏
教

寺
院
も
多
く
、
宝
石
、
貴
石
が

産
出
さ
れ
観
光
地
と
し
て
は
名

を
成
し
て
い
る
が
、
地
元
の

人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る

農
業
の
発
達
に
は
、
ま
だ
ま
だ

時
間
を
要
す
る
地
域
と
い
え

る
。し

か
し
、
北
緯
二
十
五
度
あ

た
り
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
山
間
部
以
外
は
気
温
も
一

定
し
て
お
り
、
土
壌
改
良
が
進

め
ば
、
作
物
の
収
穫
量
を
上
げ

る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

写
真
に
は
、
ウ
イ
ン
・
ナ
イ

ン
さ
ん
の
故
郷
の
ど
こ
ま
で
も

続
く
広
い
草
原
が
写
っ
て
お

り
、
こ
の
土
地
が
豊
か
な
土
に

変
わ
り
、
作
物
が
実
っ
た
ら
、

近
隣
の
人
々
の
暮
ら
し
も
さ
ぞ
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植
林
活
動
を
通
じ
て
の
交
流

日
本
友
愛
協
会
は
、
日
中
緑

化
交
流
基
金
の
認
定
、
助
成
を

受
け
、
平
成
十
二
年
か
ら
十
五

年
間
に
亘
り
、
中
国
に
於
け
る

植
林
活
動
を
続
け
て
い
る
。
訪

中
団
の
派
遣
も
次
回
は
第
二
十

六
次
と
な
る
。
日
中
緑
化
交
流

基
金
は
、
こ
れ
ま
で
約
六
万
五

千
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
東
京
都
二
十

三
区
の
面
積
は
約
六
万
二
千
ヘ

ク
タ
ー
ル
）
の
植
林
を
行
い
、

日
中
友
好
、
環
境
保
全
に
貢
献

し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
日
本

友
愛
協
会
が
担
当
し
て
行
っ
た

植
林
地
の
面
積
は
、
三
千
三
百

ヘ
ク
タ
ー
ル
強
に
及
び
、
文
京

区
、
千
代
田
区
、
中
央
区
の
面

積
に
匹
敵
す
る
。

こ
の
間
、
中
国
側
カ
ウ
ン
タ

ー
パ
ー
ト
と
し
て
、
植
林
地
に

赴
き
、
中
国
国
内
の
業
務
を
行

っ
て
い
た
の
は
、
第
一
次
か
ら

今
日
に
至
る
ま
で
全
て
中
華
全

国
青
年
連
合
会
（
現
在
は
同
組

織
内
の
中
国
国
際
青
年
交
流
中

心
が
窓
口
と
な
っ
て
い
る
）
で

あ
る
。
そ
の
永
年
に
亘
る
友
好

関
係
は
、
植
林
活
動
開
始
以
前

か
ら
も
保
た
れ
て
お
り
、「
友

愛
青
年
訪
中
」
な
ど
、
歴
史
的

に
も
列
挙
に
暇
が
な
い
。

新
た
な
事
業
を
通
じ
て

昨
年
十
一
月
、
北
京
で
開
催

さ
れ
た
「
友
愛
国
際
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
」
表
彰
式
の
折
り
に
は
、

中
華
全
国
青
年
連
合
会
と
日
本

友
愛
協
会
と
の
交
流
の
歴
史
が

ビ
デ
オ
で
紹
介
さ
れ
、
改
め
て

双
方
の
歴
史
を
認
識
し
た
。

（『
友
愛
』
第
五
三
三
号
既
報
）

一
行
は
、
今
回
の
来
日
の
も

う
一
つ
の
目
的
で
あ
る
、
中
国

青
年
起
業
家
を
育
て
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
達
成
の
た
め
、
日
本
の

企
業
を
訪
問
し
、
精
力
的
な
活

動
を
行
っ
た
。

二
月
三
日
に
は
鳩
山
会
館
を

訪
問
、
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
と

共
に
館
内
を
見
学
し
た
。

そ
の
後
九
段
下
グ
ラ
ン
ド
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
に
移
動
し
、
懇
親

昼
食
会
に
臨
ん
だ
。

昼
食
会
の
席
上
、
鳩
山
由
紀

夫
理
事
長
は
、
昨
年
の
植
林
訪

中
で
、
継
続
は
力
な
り
と
い
う

こ
と
を
強
く
感
じ
た
。
こ
れ
か

ら
も
中
華
全
国
青
年
連
合
会
と

力
を
合
わ
せ
て
、
日
中
友
好
の

た
め
の
事
業
を
進
め
て
行
き
た

い
と
挨
拶
し
た
。

食
事
を
摂
り
な
が
ら
の
友
好

的
且
つ
積
極
的
な
話
し
合
い
の

結
果
、
次
年
度
も
今
年
度
同
様

の
事
業
を
行
い
、
交
流
が
続
け

ら
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

【
訪
日
団
の
方
々
】
王
慶
副

秘
書
長
、
羊
強
振
課
長
、
姚
戈

董
事
長
、
周
雲
香
理
事
、
岩
野

莉
団
員

一
月
三
十
日
か
ら
二
月
四
日
ま
で
六
日
間
の
予
定
で
、
中
華
全
国
青
年
連
合
会
の
王
慶
副
秘
書
長
を
団
長
に
五
名
の
方
々
が
来
日
し
た
。
日
本
友
愛
協
会
と
中
華
全
国
青
年
連

合
会
は
中
国
国
際
青
年
交
流
中
心
を
窓
口
に
、
植
林
活
動
を
始
め
多
く
の
国
際
交
流
事
業
を
実
施
し
、
永
年
に
亘
る
友
好
関
係
を
築
い
て
い
る
。
本
年
度
も
植
林
活
動
（
遼
寧
省
錦

州
市
・
山
西
省
臨
汾
市
）
を
始
め
「
友
愛
国
際
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
開
催
、
北
京
理
工
大
学
に
於
け
る
講
演
会
な
ど
多
く
の
事
業
を
共
同
し
て
手
が
け
て
き
た
。
次
年
度
も
同
様

の
事
業
を
実
施
予
定
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
更
に
充
実
さ
せ
、
実
り
多
き
も
の
に
す
る
た
め
、
年
度
替
わ
り
、
事
業
計
画
作
成
を
前
に
、
実
施
内
容
の
確
認
と
検
討
の
た
め
の

訪
日
で
あ
る
。
二
月
三
日
（
火
）
に
は
鳩
山
会
館
を
訪
問
、
熱
心
に
見
学
し
友
愛
活
動
の
原
点
に
ふ
れ
る
な
ど
、
積
極
的
な
活
動
を
行
っ
た
。
ま
た
、
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
、
川
手

正
一
郎
常
務
理
事
と
、
懇
親
昼
食
会
に
臨
み
、
楽
し
く
友
好
的
な
交
流
の
な
か
に
も
、
闊
達
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
次
年
度
の
事
業
実
施
へ
の
意
欲
を
示
し
た
。

空
は
晴
れ
渡
り
、
暖
か
い
陽
ざ
し
が
注

い
で
い
た
。
美
し
い
、
素
晴
ら
し
い
を

連
発
す
る
一
行
の
望
み
で
こ
の
位
置

鳩
山
会
館
に
て
　
鳩
山
一
郎
先
生
の
書

「
貴
為
和
」
の
前
で
、
鳩
山
由
紀
夫
理

事
長
を
囲
ん
で
記
念
撮
影
　

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
、
川
手
正
一
郎
常

務
理
事
と
懇
親
昼
食
会
の
席
が
設
け
ら

れ
た
。
皆
で
友
好
を
願
っ
て
乾
杯

鳩
山
会
館
の
展
示
室
は
、
と
て
も
興
味

深
い
と
熱
心
に
見
学
。
長
田
支
配
人
の

説
明
に
耳
を
傾
け
て
い
た

王
代
表
と
の
懇
談
は
、
有
意
義
に
行
わ

れ
た
。
皆
熱
心
に
今
後
の
友
好
活
動
に

つ
い
て
意
見
を
述
べ
た

友
愛
協
会
が
贈
呈
し
た
、
実
習
の
日
々
、

日
本
の
様
子
を
収
め
た
写
真
を
、
村
の

人
に
説
明
す
る
ウ
イ
ン
・
ナ
イ
ン
さ
ん

こ
ん
な
に
大
き
く
育
つ
作
物
も
あ
る
の

で
す
。
日
本
で
勉
強
し
た
方
法
を
取
り

入
れ
て
み
ま
し
た
。
と
嬉
し
い
報
告
が

日
本
に
研
修
に
来
て
、
本
当
に
良
か
っ

た
、
勉
強
に
な
っ
た
し
楽
し
か
っ
た
と

報
告
写
真
を
送
っ
て
く
れ
た

ウ
イ
ン
・
ナ
イ
ン
さ
ん
は
、
少
し
で
も

沢
山
の
収
穫
を
目
指
し
て
、
毎
日
畑
で

精
を
だ
し
て
い
る

沢
山
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫
。
日
本

の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
よ
う
に
、
粒
の
大

き
な
も
の
を
作
り
た
い
と
言
っ
て
い
た

日
本
か
ら
持
っ
て
帰
っ
た
写
真
集
（
研

修
の
実
際
、
日
本
の
農
業
、
景
色
な
ど
）

を
熱
心
に
な
が
め
る
村
の
人
々

か
し
楽
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
え

る
。日

本
友
愛
協
会
は
、
国
際
交

流
事
業
の
一
環
と
し
て
次
年
度

も
こ
の
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
指
導
者

育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
継
続

し
て
実
施
し
て
い
く
予
定
で
、

よ
り
効
率
的
で
、
本
当
に
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
方
々
が
求
め
る
内
容

を
修
得
で
き
る
研
修
の
方
法
を

求
め
て
、
計
画
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

＊
写
真
は
全
て
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

い
た
し
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
地
図

南
北
に
長
い
国
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、
地
域
に
よ
る
自
然
環
境
の
差
が
大
き
い
。
こ
の
辺

り
の
条
件
は
、
日
本
と
似
通
っ
て
い
る
。
大
き
さ
は
日
本
の
一
・
八
倍
ほ
ど
あ
る
こ

と
か
ら
、
国
の
経
済
の
中
心
産
業
で
あ
る
農
業
の
活
性
化
が
進
め
ば
、
豊
か
な
経
済

発
展
の
可
能
性
が
あ
る
。
北
部
グ
レ
ー
の
部
分
が
ウ
イ
ン
・
ナ
イ
ン
さ
ん
の
故
郷

インド 中　国
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時
事
川
柳
　

服
部
迪
夫
　
作

「
時
事
川
柳
研
究
会
」
会
長

―
不
手
際
・
記
念
ス
イ
カ
販
売

百
周
年
ス
イ
カ
の
窓
が
割
れ
る
音

―
箱
根
駅
伝

給
水
が
明
暗
分
け
る
天
下
の
険

―
領
土
？

怖
い
も
の
な
し
で
膨
ら
む
西
之
島

―
十
代
ぞ
く
ぞ
く
と

男
女
と
も
グ
ン
グ
ン
育
つ
フ
ィ

ギ
ア
界

―
黒
田
投
手

広
島
が
育
て
て
く
れ
た
こ
の
右
腕

―
米
・
キ
ュ
ー
バ
歩
み
寄
り

カ
リ
ブ
海
遅
ま
き
な
が
ら
春
の

予
感―

鳩
山
元
首
相

沖
縄
を
心
底
想
う
元
総
理

◆
体
の
動
き
は
脳
に
直
結
す
る

と
信
じ
、
毎
日
の
散
歩
と
深
呼

吸
を
欠
か
さ
な
い
。
で
も
歳
と

と
も
に
歩
く
こ
と
が
億
劫
に
な

り
、
怠
け
心
が
勝
つ
時
が
あ
る
。

体
は
一
旦
楽
を
す
る
と
直
ぐ
に

好
感
。
惰
性
と
は
こ
の
延
長
線

上
に
あ
る
も
の
、
そ
ん
な
気
が

し
た
矢
先
、
二
月
二
十
四
日
の

毎
日
新
聞
『
余
録
』
に
板
東
三

津
五
郎
の
言
葉
と
し
て
、「
体

に
楽
を
さ
せ
る
な
」
の
記
事
。

「
離
見
の
見
」
で
は
な
い
が
懸

命
に
稽
古
に
励
む
姿
が
過
ぎ

り
、
思
わ
ず
背
筋
が
ピ
ン
と
し
、

迷
界
か
ら
脱
出
。
そ
し
て
、
と

も
す
れ
ば
怠
け
心
に
負
け
そ
う

な
弱
い
我
を
意
識
し
た
。
（
Ｋ
）

◆
三
月
弥
生
、
十
日
も
す
れ
ば

桜
前
線
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
頃

で
す
。
過
日
、
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
中
国
青
年
国
際
交
流
中

心
の
Ｙ
さ
ん
と
「
中
国
で
も
桜

は
楽
し
み
ま
す
よ
」
と
、
桜
が

話
題
に
な
り
ま
し
た
。
昨
春
植

林
で
訪
問
し
た
太
原
市
に
も
桜

の
公
園
が
あ
り
、
見
事
な
八
重

桜
を
堪
能
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

日
本
人
が
桜
、
花
見
と
い
え
ば
、

い
わ
ゆ
る
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
系
の

一
重
の
桜
を
指
し
て
い
て
、
八

重
桜
は
大
阪
造
幣
局
の
通
り
抜

け
を
除
き
、
花
見
の
対
象
に
は

な
っ
て
い
な
い
と
思
う
の
で
す

が
、
編
集
子
の
思
い
込
み
で
し

ょ
う
か
？
　
日
本
人
の
桜
花
に

対
す
る
思
い
「
潔
さ
」、
風
物

詩
な
ど
か
ら
も
対
象
は
一
重
の

桜
だ
と
説
明
し
た
の
で
す
が
、

日
本
語
が
堪
能
な
Ｙ
さ
ん
に
し

て
も
、
今
ひ
と
つ
ピ
ン
と
来
な

い
よ
う
で
…
。
読
者
の
皆
さ
ん

如
何
で
し
ょ
う
。
桜
と
言
え
ば

…
皆
さ
ん
の
思
い
、
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
も
）

機関紙『友愛』原稿募集
機関紙『友愛』に皆様のご投稿をお待ちいたしております。内容は、ボ
ランティア活動の報告、地域の名物の紹介、季節のお便り等々、何でも
結構です。ご自慢の写真も大歓迎です。皆様の『友愛』に奮ってご投稿
ください。詳しくは事務局までお問い合せください。
締切り：特に設けません。いつでもご投稿ください。掲載ご希望の月

がある場合は、２ヶ月前に原稿が届くようお願いいたします。
要　領：手書き原稿・データ原稿・メールでの投稿何でも対応可能です。
写　真：紙焼き（カラー・白黒）・デジカメデータどちらでも。

平成２７年度国際青年育成交流事業（第２２回）（青年海外派遣）

〈訪問国〉 カンボジア王国、ドミニカ共和国、ラトビア共和国の各国

〈期間〉 平成２７年９月５日(土)から9月２２日(火)までの１８日間

…………………………

平成２７年度日本・中国青年親善交流事業（第３７回）（青年中国派遣）

〈期間〉 平成２７年８月２４日(月)から９月４日(金)までの１２日間

…………………………

平成２７年度日本・韓国青年親善交流事業（第２９回）（青年韓国派遣）

〈期間〉 平成２７年９月１０日(木)から９月２４日(木)までの１５日間

…………………………

平成２７年度「東南アジア青年の船」事業（第４２回）

〈訪問国〉 ラオス人民民主共和国、マレーシア、ミャンマー連邦共和国、

フィリピン共和国、 ベトナム社会主義共和国

〈期間〉 ・平成２７年１０月２８日(水)から１１月４日(水)までの８日間

(日本国内プログラム)

・平成２７年１１月５日(木)から１２月１５日(火)までの４１日間

(船内・訪問国プログラム)

…………………………

平成２７年度次世代グローバルリーダー事業

「シップ・フォー・ワールド・ユース・リーダーズ」

〈訪問国〉 インド・スリランカ民主社会主義共和国

〈期間〉・平成２８年１月２０日(水)から１月２６日(火)までの７日間

（陸上研修）

・平成２８年１月２７日(水)から２月２９日(月)までの３４日間

（船上研修）

…………………………

平成２７年度青年社会活動コアリーダー育成プログラム（第１４回）

〈訪問国〉 高齢者関連はドイツ連邦共和国、障害者関連は英国、青少年関

連はオーストリア共和国

〈期間〉 平成２７年１０月１１日(日)から１０月２０日(火)までの１０日間

今
月
の
ト
ピ
ッ
ク
は
、
一
面

友
愛
山
荘
記
事
で
ご
紹
介
し

た
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
学
生
連
盟
か

ら
い
た
だ
い
た
額
一
対
で
す
。

友
愛
山
荘
玄
関
を
入
る
と
す

ぐ
に
目
に
つ
き
ま
す
。

龍
は
金
色
に
輝
き
、
躍
動
感

に
満
ち
て
い
ま
す
。
一
針
一
針

手
で
仕
上
げ
た
、
ス
パ
ン
コ
ー

ル
と
ビ
ー
ズ
の
刺
繍
で
、
そ
れ

は
そ
れ
は
見
事
な
も
の
で
す
。

見
る
者
に
幸
せ
と
富
を
も
た

ら
す
と
い
わ
れ
て
い
る
そ
う

で
、
一
見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。

左
の
額
は
、
男
性
と
女
性
の

愛
の
神
様
で
す
。

美
し
い
二
人
の
愛
は
深
く
、

川
の
両
岸
に
一
晩
別
れ
て
過
ご

し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
を
悲

し
ん
で
五
〇
〇
年
間
泣
き
明
か

し
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
そ
う

で
す
。
こ
ち
ら
も
見
事
な
ビ
ー

ズ
の
刺
繍
で
、
淡
い
青
と
ピ
ン

ク
で
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

友
愛
山
荘
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
折
り
に
は
、

是
非
こ
の
二
人

の
愛
の
深
さ
に

浸
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

そ
の
他
に
も

各
お
部
屋
に
新

し
い
額
が
飾
っ

て
あ
り
ま
す
の

で
、
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

第
二
十
六
次
植
林
訪
中
団
員
募
集

実
施
期
間：

平
成
二
十
七
年
四
月
十
六
日
（
木
）
〜
二
〇
日
（
月
）

訪
問
場
所：

遼
寧
省
錦
州
市
及
び
盤
錦
市

参
加
費
用：

学
生
／
五
万
円
　
　
一
般
／
八
万
円

（
宿
泊
代
金
・
食
事
代
・
航
空
運
賃
・
海
外
傷
害
保
険
を
含
み
ま

す
。
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
費
用
、
空
港
ま
で
の
交
通
費
、
前
泊
・
後

泊
に
拘
わ
る
費
用
は
自
己
負
担
で
す
）

申
し
込
み：

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
＊
六
ヶ
月
以
上
有
効
期
間
の
あ
る
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。

締
め
切
り：

三
月
二
〇
日
（
金
）

―
詳
細
は
お
気
軽
に
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
―

詳しくは http://www.cao.go.jp/koryu/ 内閣府青年国際交流
飛びだそう世界へ!! 内閣府の案内紹介　奮って応募を！


